
学校番号 ２０７ 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文 B 単位数 ２ 年次 ２ 

使用教科書 「精選 現代文Ｂ 」（東京書籍） 

副教材等 
字義で覚える常用漢字（浜島書店） 国語便覧（数研出版）  

力をつける現代文（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ 

・２年生では社会人に求められる基礎的な国語の力を身に付け、応用することを目指しましょう。 

・話し合いや文章記述、発表など、自主的な活動を取り入れた授業を行います。 

・様々な文章を「読む能力」、コミュニケーションのための「話す・聞く能力」、及び意思を伝

えるための「書く能力」をしっかりと身に付けましょう。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。これが一番大切な勉強です。 

・提出物の期限を守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高める。 

・近代以降の様々な文章を読むことで、ものの見方、感じ方、考え方を深める。 

・進んで表現し読書することによって国語の向上を図り、人生を豊かにする態度を育てる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で理解し表

現する力を進ん

で高めるととも

に、言語文化に

対する関心を深

め、国語を尊重

してその向上を

図ろうとする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えを深

め、発展させて

いる。 

必要な情報を用

い、相手や目的、

意図に応じた適

切な表現による

文章を書き、自

分の考えを深

め、発展させて

いる。 

近代以降の文章

を的確に読み取

ったり、目的に

応じて幅広く読

んだりして、自

分 の考えを 深

め、発展させて

いる。 

言語文化及び

言葉の特徴や

きまり、漢字な

どについて理

解を深め、知識

を身に付けて

いる。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

評
論 

【近代以降】 

教材：世界をつくり替

えるために 

○ ○ ◎ ○ ○ 

a: 教材の内容に関心を持って

いるか。範読・音読・指名読み

の態度は積極的か。 

b: 話の流れを押さえながら朗

読したり、朗読を聞きながら文

章の内容や展開をとらえたり

することができるか。 

c: 本文の内容をを要約するこ

とができるか。 

d: 教材の内容を自分のへのメッ

セージとしてとらえ「学校の学

習」の意味を考える。 

e: 全文を正しく音読できるか。

語句の意味や用法を理解して

いるか。 

ａ、ｂ、ｄ： 

行動の観察と確

認 

 

 

 

 

ｃ:記述の確認及

び定期考査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

小
説 

【近代以降】 

教材：山月記 

○ ◎ ○ ○ ○ 

a:教材の内容に関心を持ってい

るか。範読・音読・指名読みの

態度は積極的か。 

ｂ：小説と原典を比較して、筆者

が描きたかったことは何か、意

見を交換し、考えを深めること

ができるか。 

ｃ:筆者が描こうとしたことを自

分なりに解釈してまとめるこ

とができるか。 

ｄ:文学作品としての面白さを味

わい、、論理をつかむことがで

きるか。 

e:全文を正しく音読できるか。 

語句の意味や用法を理解して

いるか。 

ａ、、ｅ： 

行動の観察と確

認 

ｂ、ｃ、ｄ：行動の

観察及び記述

の確認、及び 

定期考査 



２
学
期 

 

評
論 

【近代以降】 

教材：相手依存の自

己規定 

 

○ ○ ◎ ○ ○ 

a:教材の内容に関心を持ってい

るか。範読・音読・指名読みの

態度は積極的か。 

b:「私中心」ということについて

の自分の体験や疑問を話し合

い理解を深めることができる

か。 

c:本文の内容を要約することが

できるか。 

d:日本人が待つ「自己」と「他者」

の関係ををしっかりと理解で

きているか。  

e:全文を正しく音読できるか。 

語句の意味や用法を理解して 

いるか。 

a、ｂ、ｃ:行動の

観察及び記述

の点検 

 

ｄ、e:記述の確

認及び定期考

査、小テスト 

 

 

小
説 

【近代以降】 

教材：こころ 

 

○ ◎ ○ ○ ○ 

a: 教材の内容に関心を持って

いるか。範読・音読・指名読み

の態度は積極的か。 

b:登場人物の心情、行動につい

て、話し合い、理解を深め、意

見をまとめて発表することが

できるか。 

ｃ:提起された問題について、自

身で考察を深め、意見を書くこ

とが出来るか。 

d:作者が描こうとしたことを自

分なりに理解出来ているか。 

e:全文を正しく音読できるか。 

語句の意味や用法を理解して

いるか。夏目漱石の代表的な

作品やその思想について理解

しているか。 

文章の構成や展開を確かめ、

文章の内容にふさわしい文体

や語句、表現の技法に留意し

て読めているかどうか。 

a,b,c:行動の観

察及び記述の

点検 

 

ｄ、ｅ:記述の確

認と分析及び定

期考査 

 

３
学
期 

評
論 

【近代以降】 

教材：「である」ことと

「する」こと 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:教材の内容に関心を持ってい

るか。範読・音読・指名読みの

態度は積極的か。 

d:日本の近代化について、筆者が

述べていることを論理的に把

握することが出来るか。 

e:全文を正しく音読できるか。 

語句の意味や用法を理解して

いるか。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ、ｅ： 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


